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(54)【発明の名称】 表示装置

(57)【要約】
【課題】  ＬＣＤ用バックライトやＰＤＰのＲＧＢ蛍光
体の光学特性（起上り時間、残光時間）が異なる場合で
も、その残光特性を等しくすることができる表示装置を
提供する。
【解決手段】  励起し非励起する発光体１２を有する光
源と、１次元もしくは２次元に配列し、透過光又は反射
光を制御して表示する光透過素子又は光反射素子７と、
を備える表示装置であって、連続的に励起した発光体１
２を、連続的励起終了時に不連続的に励起する素子制御
後励起手段１１を備える。又は、連続的に励起する発光
体１２を、連続的励起開始時に不連続的に励起する素子
制御前励起手段１１を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  発光体とパネルから構成され、前記発光
体からの光を、光透過または光反射素子を１次元もしく
は２次元に配列した前記パネルで制御し表示を行う表示
装置であって、
上記発光体を連続的に励起する期間と、不連続的に励起
する期間を有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】  請求項１記載の表示装置であって、
上記発光体を連続的に励起した後、上記発光体を不連続
的に励起することを特徴とする表示装置。
【請求項３】  請求項１記載の表示装置であって、
上記発光体を連続的に励起する前に、上記発光体を不連
続的に励起することを特徴とする表示装置。
【請求項４】  請求項１～３のいずれか１項に記載の表
示装置において、
上記光源は複数の発光体からなり、そして、上記素子を
制御してから該素子に対応する発光体を連続的に励起す
る迄の時間は、概ね一定であることを特徴とする表示装
置。
【請求項５】  １次元もしくは２次元に配列した発光体
を制御し表示を行う表示装置であって、
上記発光体を連続的に励起する期間と、不連続的に励起
する期間を有することを特徴とする表示装置。
【請求項６】  請求項５記載の表示装置であって、
上記発光体を連続的に励起した後、上記発光体を不連続
的に励起することを特徴とする表示装置。
【請求項７】  請求項５記載の表示装置であって、
上記発光体を連続的に励起する前に、上記発光体を不連
続的に励起することを特徴とする表示装置。
【請求項８】  請求項１～７のいずれか１項に記載の表
示装置において、
上記発光体は、応答特性の異なる複数の波長を放出する
発光体であることを特徴とする表示装置。
【請求項９】  請求項１～８のいずれか１項に記載の表
示装置において、
上記発光体の連続的励起終了時から不連続的励起開始時
迄の時間、又は、発光体の不連続的励起終了時から連続
的励起開始時迄の時間は、１／３００秒以内であること
を特徴とする表示装置。
【請求項１０】  請求項１～９のいずれか１項に記載の
表示装置において、
上記発光体を不連続的に励起する期間における各励起間
隔は、１／３００秒以内であることを特徴とする表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、表示装置であり、
発光体の光学特性（起上り時間、残光時間）の改善に関
し、特に複数の波長を放出する発光体の光学特性（起上
り時間、残光時間）のバラツキを抑え、そのような発光
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体を光源とする液晶表示装置（以下、「ＬＣＤ」（Ｌｉ
ｑｕｉｄ  Ｃｒｙｓｔａｌ  Ｄｉｓｐｌａｙ）と略称す
る。）等や、発光体を表示素子とするプラズマディスプ
レイ（以下、「ＰＤＰ」（Ｐｌａｓｍａ  Ｄｉｓｐｌａ
ｙ  Ｐａｎｅｌ）と略称する。）等の動画質を改善する
手段に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、液晶ディスプレイの動画像表示品
位（動画質）が悪い理由は、用いられているＴＮ型液晶
の応答速度が違い為であるとし、図１３に分子モデルを
示す、より高速応答なパイセル液晶を用いて動画質を改
善する試みが、液晶学会誌Ｖｏｌ.３、Ｎｏ.２、１９９
９ｐ９９－１０６に「パイセルを用いた新動画対応ＬＣ
Ｄ」として紹介されている。
【０００３】同論文によれば、液晶応答速度の改善（こ
のセルではターンＯＮ時間が１ｍｓ、ターンＯＦＦ時間
が５ｍｓに改善）により、ＴＮ型液晶より動画質は改善
したが、（パイセルの応答速度が１フレーム内で充分応
答しているのに）なお図１４（ｂ）に模式的に示すＣＲ
Ｔの動画質に比べ、ＬＣＤの動画質は、図１４（ｄ）に
示すように、劣ると指摘している。
【０００４】同論文では、その第１の原因は液晶の誘電
率の変化であるが、第２の原因は図１４（ａ）、（ｃ）
に示すＣＲＴとＬＣＤの発光特性の違いであると指摘し
ている。即ち、ＣＲＴの発光特性は、図１４（ａ）に示
すように、インパルス型（各画素は一瞬のみ発光）であ
るのに対し、ＬＣＤの発光特性は、図１４（ｃ）に示す
ように、ホールド型（各画素とも連続発光）である為、
視線移動に伴い前後フィールドの映像が「被る」ことが
図１４（ｂ）、（ｄ）の動画質劣化の原因であると指摘
している。また、同論文ではその対策としてバックライ
トの発光をＣＲＴのようなインパルス型にすれば良いと
指摘している。
【０００５】このように、液晶デイスプレイの動画質改
善方法として発光特性をＣＲＴのようなインパルス型に
近づけることが有効であることは、第１回ＬＣＤフォー
ラム予稿で「ホールド型ディスプレイの表示方式と動画
表示における画質」として説明されている。同予稿に示
された開口率（ホールド型ディスプレイの１フィールド
期間に占める発光期間の比率）と画質の主観評価結果に
よると、図１５に示すように、視角速度の大きな動画領
域では開口率が小さい程主観評価結果が高くなる（即
ち、画質が良い）ことが示されている。
【０００６】このＬＣＤの発光特性をインパルス型にす
る手法として、ＩＤＲＣ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
  Ｄｉｓｐｌａｙ  Ｒｅｓｅａｒｃｈ  Ｃｏｎｆｅｒｅ
ｎｃｅ）‘９７  ｐ２０３－２０６に“Ｉｍｐｒｏｖｉ
ｎｇ  ｔｈｅ  Ｍｏｖｉｎｇ－Ｉｍａｇｅ  Ｑｕａｌｉ
ｔｙ  ｏｆ  ＴＦＴ－ＬＣＤｓ”として発表されている
方法がある。これは、図１６（ａ）に示す蛍光管用スイ
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ッチング回路４２を用い、その蛍光管４３を図１６
（ｃ）のように点滅させることで、本来、図１６（ｂ）
のようにホールド型の透過特性を示すＬＣＤで、図１６
（ｄ）のようなインパルス型の発光特性を得る方法であ
る。同論文では、この方法によりＯＣＢ（Ｏｐｔｉｃａ
ｌｌｙ  Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ  Ｂｅｎｄ－ｍｏｄ
ｅ、パイセルもこのモードの一種）セルの動画質が更に
改善されたことが説明されている。なお、この蛍光管４
３では、図１７（ｂ）の電圧を印加することで図１７
（ａ）の発光特性が得られる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】そこで、現実に液晶パ
ネル用の冷陰極管に繋がるインバータ回路へ図１８
（ａ）の電圧を印加し、冷陰極管のＲＧＢ各色の残光特
性を測った結果を、図１８（ｂ）に示す。
【０００８】図１８（ｂ）から判る通り、現実の冷陰極
管では、ＲＧＢ各色の蛍光体の光学特性（起上り時間、
残光時間）が異なる。この為、ＬＣＤのバックライト用
冷陰極管に繋がるインバータ回路電圧をＯＮ／ＯＦＦす
ることでホールド型の透過特性を示すＬＣＤの発光特性
を改善しインパルス型に近づける場合、図１９のよう
に、動画像を目で追う（アイトラッキング）と動きボケ
は減少するが、ＲＧＢ色成分の時間方向に存続するタイ
ミングの違いにより動画像の両端に色割れが現れる。
【０００９】そこで、ＲＧＢ各蛍光体の光学特性（起上
り時間、残光時間）を等しくすることが重要であるが、
実用的な青色蛍光体は（ＳｒＣａＢａ）

５
（ＰＯ

４
）
３

Ｃｌ：Ｅｕ２＋やＢａＭｇ
２
Ａｌ

１６
０
２７
：Ｅｕ２＋

程度しかなく、いずれの残光時間も１ｍｓ以下である。
一方、緑色蛍光体はＬａＰＯ

４
：Ｃｅ３＋、Ｔｂ３＋程

度であり、赤色蛍光体はＹ
２
Ｏ
３
：Ｅｕ３＋程度であ

り、何れの残光時間も４ｍｓ以上と長い。
【００１０】その対策として、新たに短残光時間の緑色
や赤色蛍光体を開発すれば良いのであるが、これら蛍光
体の光発光効率を落とさず、青色蛍光体並みの残光特性
を持った蛍光体を開発することは現状では困難である。
従って、現段階でＲＧＢ蛍光体の光学特性（起上り時
間、残光時間）を等しくすることは無理と考えられてい
る。
【００１１】本発明は、上記問題に対しなされたもので
あり、ＬＣＤ用バックライトやＰＤＰ等のＲＧＢ蛍光体
の光学特性（起上り時間、残光時間）が異なる場合で
も、その残光特性を等しくすることができる表示装置を
提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】本発明は、上記ＲＧＢ蛍
光体の光学特性（起上り時間、残光時間）の違いに伴う
問題を解決するため、上記蛍光体を連続的に励起する期
間と、不連続的に励起する期間を設け、不連続的に励起
する期間において上記ＲＧＢ蛍光体の光学特性の違いを
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吸収するものである。本発明を、発光体とパネルから構
成され、前記発光体からの光を、光透過または光反射素
子を１次元もしくは２次元に配列した前記パネルで制御
し表示を行う第１の表示装置へ適用する場合は、前記発
光体を連続的に励起する期間と、不連続的に励起する期
間を有することにより、不連続的に励起する期間におい
て上記ＲＧＢ蛍光体の光学特性の違いを吸収するもので
ある。また、冷陰極管等の光源へ電圧を完全にＯＦＦす
る期間を設けず、インパルス状に電圧をＯＮする手段を
用いることで、冷陰極管のプラズマ状態や水銀蒸気圧を
維持し、再点灯電流を抑制する効果がある。上記第１の
表示装置の場合、ＲＧＢ蛍光体の残光特性を合わせる手
段は、上記発光体を連続的に励起した後、上記発光体を
連続的に励起する手段である。
【００１３】この手段は、液晶デイスプレイのような非
発光素子を１次元もしくは２次元に配列した表示装置で
あって、光源が一定期間点灯した後消灯するよう冷陰極
管等の光源へ印加する電圧をＯＮする期間とＯＦＦする
期間を設ける場合、電圧をＯＮする期間からＯＦＦする
期間へ入った後一定期間以上インパルス状に電圧をＯＮ
する期間を設ける手段である。これにより、蛍光体等複
数の波長の残光時間が異なる場合、短い蛍光体の残光特
性を、擬似的に長い蛍光体の残光特性に合わせることが
でき、動画像表示における各波長間の色割れを防ぐこと
ができる。
【００１４】上記第１の表示装置の場合、ＲＧＢ蛍光体
の起上り特性を合わせる手段は、上記発光体を連続的に
励起する前に、上記発光体を不連続的に励起する手段で
ある。この手段は、液晶ディスプレイのような非発光素
子を１次元もしくは２次元に配列した表示装置であっ
て、光源が一定期間点灯した後消灯するよう冷陰極管等
の光源へ印加する電圧をＯＮする期間とＯＦＦする期間
を設ける場合、電圧をＯＦＦする期間からＯＮする期間
に入る前に一定期間以上インパルス状に電圧をＯＮする
期間を設ける手段である。これにより、蛍光体等複数の
波長の起上り時間が異なる場合、短い蛍光体の起上り特
性を、擬似的に長い蛍光体の起上り特性に合わせること
ができ、動画像表示における各波長間の色割れを防ぐこ
とができる。
【００１５】そして、本発明は、励起し非励起する発光
体を有する光源と、１次元もしくは２次元に配列し、透
過光又は反射光を制御して表示する光透過素子又は光反
射素子と、備える表示装置であって、連続的に励起した
発光体を、再度連続的に励起するまで継続して不連続的
に励起する素子制御継続励起手段を備える表示装置であ
る。
【００１６】この手段は、冷陰極管等の光源へ電圧を完
全にＯＦＦする期間を設けず、インパルス状に電圧をＯ
Ｎする手段である。
【００１７】更に、本発明は、上記光源は複数の発光体
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からなり、そして、上記素子を制御してから該素子に対
応する発光体を連続的に励起する迄の時間は、概ね一定
である表示装置である。
【００１８】これにより、液晶等１次元もしくは２次元
に配列した光透過素子又は反射素子のある画素を走査し
てから、その素子がある程度応答する迄待って、その画
素に対応する光源を点灯できるので、上記効果に加え、
液晶の応答速度による表示ボケを防ぐ効果がある。
【００１９】本発明を１次元もしくは２次元に配列した
発光体を制御し表示を行う第２の表示装置へ適用する場
合は、前記発光体を連続的に励起する期間と、不連続的
に励起する期間を有することにより、不連続的に励起す
る期間において上記ＲＧＢ蛍光体の光学特性の違いを吸
収するものである。また、発光素子へ電圧を完全にＯＦ
Ｆする期間を設けず、インパルス状に電圧をＯＮする手
段を用いることで、ＰＤＰ等の発光素子のプラズマ状態
や水銀蒸気圧を維持し、再点灯電流を抑制する効果があ
る。上記第２の表示装置の場合、ＲＧＢ蛍光体の残光特
性を合わせる手段は、上記発光体を連続的に励起した
後、上記発光体を不連続的に励起する手段である。この
手段は、プラズマディスプレイのような自発光表示素子
を１次元もしくは２次元に配列した表示装置であって、
各画素を構成する自発光素子が一定期間点灯した後消灯
するよう自発光素子へ印加する電圧をＯＮする期間とＯ
ＦＦする期間を設ける場合、電圧をＯＮする期間からＯ
ＦＦする期間に入った後一定期間以上インパルス状に電
圧をＯＮする期間を設ける手段である。これにより、蛍
光体等複数の波長の残光時間が異なる場合、短い蛍光体
の残光特性を、擬似的に長い蛍光体の残光特性に合わせ
ることができ、動画像表示における各波長間の色割れを
防ぐことができる。上記第２の表示装置の場合、ＲＧＢ
蛍光体の起上り特性を合わせる手段は、上記発光体を連
続的に励起する前に、上記発光体を不連続的に励起する
手段である。この手段は、プラズマディスプレイのよう
な自発光素子を１次元もしくは２次元に配列した表示装
置であって、各画素を構成する自発光素子が一定期間点
灯した後消灯するよう自発光素子へ印加する電圧をＯＮ
する期間とＯＦＦする期間を設ける場合、電圧をＯＮす
る期間からＯＦＦする期間に入る前に一定期間以上イン
パルス状に電圧をＯＮする期間を設ける手段である。こ
れにより、蛍光体等複数の波長の起上り時間が異なる場
合、短い蛍光体の残光特性を、擬似的に長い蛍光体の残
光特性に合わせることができ、動画像表示における各波
長間の色割れを防ぐことができる。
【００２０】この手段は、自発光表示素子、特に蛍光体
を使ったプラズマディスプレイ等へ適用する手段であ
る。これにより、蛍光体等複数の波長の起上がり時間が
異なる場合、短い蛍光体の起上がり特性を、擬似的に長
い蛍光体の起上がり特性に合わせることができ、動画像
表示における各波長間の色割れを防ぐことができる。
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【００２１】そして、本発明は、１次元もしくは２次元
に配列した発光体を励起し非励起して表示を行う表示装
置であって、連続的に励起する発光体を、連続的励起開
始時に不連続的に励起する発光体制御前励起手段を備え
る表示装置である。
【００２２】これにより、蛍光体等複数の波長の起上が
り時間が異なる場合、短い蛍光体の起上がり特性を、擬
似的に長い蛍光体の起上がり特性に合わせることがで
き、動画像表示における各波長間の色割れを防ぐことが
できる。
【００２３】更に、本発明は、１次元もしくは２次元に
配列した発光体を励起し非励起して表示を行う表示装置
であって、連続的に励起した発光体を、再度連続的に励
起するまで継続して不連続的に励起する発光体制御継続
励起手段を備える表示装置である。
【００２４】この手段は、冷陰極管等の光源へ電圧を完
全にＯＦＦする期間を設けず、インパルス状に電圧をＯ
Ｎする手段である。これにより、冷陰極管のプラズマ状
態や水銀蒸気圧を維持し、再点灯電流を抑制する効果が
ある。
【００２５】また、本発明は、上記発光体は、応答特性
の異なる複数の波長を放出する発光体である表示装置で
ある。
【００２６】これにより、本発明の各手段は、応答特性
の異なる複数の波長を放出する蛍光体を用いる場合にそ
の効果が顕著に表れる。
【００２７】そして、本発明は、上記発光体の連続的励
起終了時から不連続的励起開始時迄の時間、又は、発光
体の不連続的励起終了時から連続的励起開始時迄の時間
は、１／３００秒以内である表示装置である。
【００２８】更に、本発明は、上記発光体を不連続的に
励起する期間における各励起間隔は、１／３００秒以内
である表示装置である。
【００２９】また、これは光源が一定期間消灯した後点
灯する場合、電圧をＯＮする期間の前に一定期間以上イ
ンパルス状に電圧をＯＮする期間を設ける手段である。
【００３０】本発明の各手段は、冷陰極管等の光源から
発せられる光が青赤線等の複数の波長の光学特性（起上
り時間、残光時間）が異なる場合に特に有効である。
【００３１】上記冷陰極管等の光源から発せられる光が
青赤緑等の複数の波長の光学特性（起上り時間、残光時
間）が異なる場合、本発明の各手段による起上り時間及
び残光時間の短い蛍光体の残光特性を、擬似的に起上り
時間及び残光時間の長い蛍光体の光学特性に合わせるこ
とができ、各波長間の色割れを防ぐことができる。
【００３２】特に、上記光源の電圧をＯＮする期間から
ＯＦＦする期間に入ってから、最初のインパルス状に電
圧ＯＮする迄の期間は、３ｍｓ又は１／３００ｓ以内が
好ましい。
【００３３】また、上記光源の電圧をＯＦＦする期間に
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7
印加するインパルス状に電圧ＯＮ期間の周期は、３ｍｓ
又は１／３００ｓ以内が好ましい。
【００３４】これにより、本発明の各手段は、色割れが
人間の目に感知できない１／３００秒以内である方がそ
の効果が顕著に表れる。
【００３５】
【発明の実施の形態】本発明の発明の実施の形態を説明
する。本発明の表示装置について、実施例により説明す
る。本実施例の表示装置は、発光体、特に蛍光体発光管
を光源とする非発光型ディスプレイヘ適用される。非発
光型ディスプレイとは、ＴＦＴ液晶ディスプレイ、ＰＡ
ＬＣ（ＰｌａｓｍａＡｄｄｒｅｓｓｅｄ  Ｌｉｑｕｉｄ
  Ｃｒｙｓｔａｌ）ディスプレイ、単純マトリックス型
ＦＬＣ（Ｆｅｒｒｏｅｌｅｃｔｒｉｃｓ  Ｌｉｑｕｉｄ
  Ｃｒｙｓｔａｌ）／ＡＦＬＣ（Ａｎｔｉ－Ｆｅｒｒｏ
ｅｌｅｃｔｒｉｃｓ  ＬｉｑｕｉｄＣｒｙｓｔａｌ）デ
ィスプレイ等の非自発光型ディスプレイであり、本実施
例では、その代表として図１にその構成を模式的に示す
ＴＦＴ液晶パネルを用いることとする。このＴＦＴ液晶
パネルは、モジュールの形態で既に部品として広く市場
に出回っているので、その製造方法はここでは省略する
が、シャープ（株）等各メーカーから購入することがで
きる。
【００３６】実施例１の表示装置で使用するパネル７
は、図１に模式的に示すＶＧＡ（縦４８０×横６４０）
サイズのＴＦＴ液晶パネルであり、ソースドライバ１、
ゲートドライバ２、ソース電極３、ゲート電極４、ＴＦ
Ｔ５、画素電極６、等を備えている。本実施例では、こ
のＴＦＴ液晶パネル７の各電極へ印加する駆動波形を図
２のようにする。即ち、図２（１）～（４）に示すよう
に、最初に表示走査で、ゲートドライバ２からゲート電
極Ｇｌ～Ｇ４８０のうち１本のゲート電極４へ順次ゲー
トＯＮ電圧（＋１０Ｖ）を印加し、その他のゲート電極
へゲートＯＦＦ電圧（－１０Ｖ）を印加し、そのゲート
ＯＮ電圧により導通されたＴＦＴ５を通し、ソースドラ
イバ１から画素電極６へ電荷を供給する。なお、この期
間にソースドライバ１から供給される各画素電極６へ
は、図２（６）～（７）に示すように、＋５～－５Ｖの
間の電圧が印加され、その印加電圧の値は、画素電極上
の液晶を所定の状態（画像情報から決められた値）とな
るよう決められる。対向電極には、図２（５）に示すよ
うに、＋５Ｖ又は－５Ｖの電圧が１フィールド期間毎に
交互に印加される。
【００３７】このように走査されたＴＦＴ液晶パネル
を、図３にその構成を模式的に示すバックライトシステ
ム１２と重ねる。このバックライトシステム１２は、８
個のインバータ９、８個の蛍光管１０、８個のインバー
タ９の電源をＯＮ／ＯＦＦするＳＷ（スイッチ）８、Ｓ
Ｗ制御回路１１から構成される。ＳＷ制御回路１１は、
図示しないＴＦＴコントローラから同期信号を受け、そ
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のＳＷ８を制御する。このバックライトシステム１２で
は、１個のインバータと１本の蛍光管が１対１対応して
いる。そして、本実施例の表示装置においては、素子制
御後励起手段を有しており、これにより、バックライト
（発光体）は、連続的励起（点灯）終了した時、非励磁
（消灯）となるまで、不連続的に励起される。素子制御
後励起手段の一例として、ＳＷ制御回路１１を使用する
ことができる。
【００３８】実施例１においては、このバックライトシ
ステム１２の各インバータ９の電源電圧の印加タイミン
グとして、図４（１）～（４）に示すように、１フィー
ルド期間のうちのゲート走査時間終了時から一定の点灯
電圧を印加した後、パルス状の点灯電圧を印加する。そ
の時バックライトシステム１２の各蛍光管１０の点滅状
態は、図５に示すように、１フィールド期間のうち走査
時間終了後、蛍光管点灯期間ｔｏｎ及び蛍光管残光期間
からなるパネル透過期間となる。
【００３９】このように、冷陰極管へ高圧高周波電圧を
供給するインバータ回路へ、図６（ａ）に示すように、
一定の点灯電圧を印加した後、残光時間にパルス状の点
灯電圧を印加することで、冷陰極管のＲ（４５０ｎ
ｍ）、Ｇ（５５０ｎｍ）、Ｂ（６５０ｎｍ）各色の残光
特性は、図６（ｂ）に示したようになる。この時使用し
た蛍光管は、先行技術における図１８（ｂ）の蛍光管と
同一の物であるが、図１８（ａ）に示す電圧の代わり
に、Ｇ蛍光体の残光時間にインパルス的なインバータＯ
Ｎ時間を挿入した図６（ａ）の電圧を印加することで、
動画像を目で追うこと（アイトラッキング）による色割
れが緩和された。
【００４０】これは、信学技法、ＩＥ７５－９５、Ｐ
Ｐ．９－１６（１９７５）「動画像の画質とテレビジョ
ン信号方式」において、宮原教授が「人間は１／３００
秒以内の光波形の違いを知覚できない」としていること
と関係している。本実施例では、Ｇ蛍光体の残光時間に
印加するパルス状電圧の印加周期を１／３００秒以内と
しているので、応答速度の速いＢの蛍光体にあたかも数
ｍｓ以上の残光特性を持たせたことと等しく見えるので
あると推測される。
【００４１】実施例１では、残光時間にパルス状の点灯
電圧を印加することで、冷陰極管のＲＧＢ各色の残光特
性を擬似的に揃えることができる。
【００４２】同様に、起上がり特性を揃える為には、冷
陰極管へ高圧高周波電圧を供給するインバータ回路ヘ一
定の点灯電圧を印加する前に、パルス状に点灯電圧を印
加することで、冷陰極管のＲＧＢ各色の起上がり特性を
擬似的に揃えることも出来る。
【００４３】実施例２を説明する。実施例１では、図５
のように、各冷陰極管ＣＣＦｌ～８に対応するＴＦＴパ
ネルの画素を表示走査してから、各冷陰極管を点灯する
迄の期間が、Ｔｏｐ  ＬｉｎｅとＢｏｔｔｏｍ  Ｌｉｎ
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9
ｅで極端に異なる。この表示走査してから冷陰極管を点
灯する迄の期間にＴＦＴパネルの液晶が充分応答してい
れば良いが、１フィールド期間が約１／６０秒であり、
従来例で示したパイセルのターンＯＦＦ時間が５ｍｓで
あることを考えると、図５のタイミングではＢｏｔｔｏ
ｍ  Ｌｉｎｅ側で液晶が充分応答しているとは期待でき
ない。
【００４４】そこで、図３にその構成を模式的に示した
バックライトシステム１２の各インバータ９へ、図４の
電圧の代わりに図７（１）～（４）に示す電源電圧を印
加し、図８に示すようにバックライトを順次点灯させる
方法とする。そして、実施例２の表示装置においても、
実施例１と同様に、素子制御後励起手段を有しており、
バックライト（発光体）は、連続的に励起（点灯）した
時、非励磁（消灯）となるまで、不連続的に励起され
る。
【００４５】この方法によれば、図８にタイミングを示
す通り、各冷陰極管ＣＣＦｌ～８は概ね各冷陰極管ＣＣ
Ｆｌ～８に対応するＴＦＴパネルの画素を表示走査して
から一定時間後に点灯するので、Ｂｏｔｔｏｍ  Ｌｉｎ
ｅ側でも液晶が応答する時間を確保し易くなる。
【００４６】また、このとき、各冷陰極管へ印加される
高圧高周波電圧を供給する各インバータ回路へ印加する
電源電圧は図６（ａ）と変わらないので、各冷陰極管の
ＲＧＢ各色の残光特性も図６（ｂ）と変わらず、実施例
１で示したことと同様に動画像を目で追うこと（アイト
ラッキング）による色割れの緩和が観測された。
【００４７】実施例３を説明する。上記実施例１では、
図４に示したように、図３のバックライトシステム１２
の各インバータ９へ印加する電源電圧をＯＮする期間か
らＯＦＦする期間へ入る際、一定期間インパルス状に電
圧をＯＮする期間を設けているが、一定期間経過後には
完全にＯＦＦしている。
【００４８】実施例３では、図４に示したインバータ電
圧の代わりに、図９（１）～（４）に示すＯＦＦ期間と
なるべき期間、常に不連続的にＯＮ電圧を印加する。本
実施例の表示装置においては、素子制御継続励起手段を
有しており、これにより、バックライト（発光体）は、
再度連続的に励起（点灯）するまで継続して不連続的に
励起される。素子制御継続励起手段の一例として、ＳＷ
制御回路を使用することができる。
【００４９】このように冷陰極管へ印加される電圧を完
全にＯＦＦする期間（不連続的に励起する期間における
各励起間隔）を１／３００秒（数ｍｓ、特に３ｍｓ）と
短くすることで、ＯＦＦ期間における冷陰極管のプラズ
マ状態や水銀蒸気圧を維持し、再点灯電流を抑制する効
果がある。
【００５０】また、冷陰極管のＲＧＢ各色の起上り特性
を擬似的に揃え、実施例１よりも動画像を目で追うこと
（アイトラッキング）による色割れを緩和する効果もあ
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った。実施例３における蛍光管のインバータ入力特性を
示すタイミング及びその蛍光管ＲＧＢ３色蛍光体の光学
特性を図１０（ａ）、（ｂ）に示す。
【００５１】なお、ＯＦＦとなるべき期間、継続して不
連続的にＯＮ電圧を印加する素子制御継続励起手段の代
わりに、素子制御前励起手段を有することも可能であ
り、これにより、バックライト（発光体）は、連続的励
起（点灯）開始前、例えば一定期間、不連続的に励起さ
れる。素子制御前励起手段の一例として、ＳＷ制御回路
を使用することができる。素子制御継続励起手段と同様
な効果を奏することができる。連続的励起の間隔が長い
ときには、不必要となる期間における不連続的励起を省
略することができる。
【００５２】実施例４を説明する。実施例１～３は、非
自発光型ディスプレイ用の光源へ適用した例であるが、
実施例４では、自発光ディスプレイ、特に蛍光体を用い
るＰＤＰへ適用例である。
【００５３】本実施例の表示装置であるＡＣ型ＰＤＰｌ
ｌＯの断面図を図１１に示す。即ち、表示面側の表面ガ
ラス基板２１の下面に、対になるＸサスティン電極２
２、Ｙサスティン電極２３を透明電極と補助電極で形成
する。補助電極は、透明電極の抵抗による電圧降下を防
ぐため、バス電極３３を透明電極の一部に形成する。こ
れらＸサスティン電極２２、Ｙサスティン電極２３の上
に誘電体層２４を設け、（その上に各セル間の結合を分
離するためにストライプ状部リブ２８を形成する）。さ
らに、ＭｇＯ膜からなる保護層２５を蒸着する。対向す
る裏面ガラス基板２６上には、アドレス電極２７を形成
する。アドレス電極２７間にストライプ状リブ２８を設
け、さらにアドレス電極２７を被覆するようにしてＲ蛍
光体２９、Ｇ蛍光体３０、Ｂ蛍光体３１を塗分けて形成
する。放電空間３２には、Ｎｅ＋Ｘｅ混合ガスが封入さ
れる。
【００５４】本実施例における２５６階調駆動シーケン
ス及び駆動波形を図１２（ａ）、（ｂ）に示す。図１２
（ａ）において、１フレームは、輝度の相対比が１、
２、４、８、１６、３２、６４、１２８の８個のサブフ
ィールドで構成され、８画面の輝度の組み合わせで２５
６階調の表示を行う。図１２（ｂ）において、それぞれ
のサブフィールドは、リフレッシュした１画面分のデー
タの書込みを行うアドレス期間とそのサブフィールドの
輝度レベルを決めるサスティン期間で構成される。アド
レス期間では、最初全画面同時に各ピクセルに初期的に
壁電荷が形成され、その後サスティンパルスが全画面に
与えられ表示を行う。サブフィールドの明るさはサステ
ィンパルスの数に比例し、所定の輝度に設定される。こ
のようにして２５６階調表示が実現される。
【００５５】以上のようにＰＤＰでは、サスティンパル
スによって各画素の放電空間にあるＮｅ＋Ｘｅ混合ガス
を励起し紫外線を発生し、その紫外線で各画素の蛍光体
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を発光させているので、その発光原理は蛍光管と同じで
ある。従って、各蛍光体の光学特性（起上り時間、残光
時間）の違いによる色割れが発生することも、光源であ
る冷陰極管を点滅させた場合の非発光型ディスプレイと
同じである。
【００５６】そこで、実施例４では、１フレーム期間の
最後の１２８表示フィールドの後に、周期的にサスティ
ンパルスを印加する期間を追加する。すなわち、本実施
例の表示装置においては、発光体制御後励起手段を有し
ており、これにより、発光体は、連続的励起（点灯）終
了時に、非励磁（消灯）となるまで、不連続的に励起さ
れる。本実施例の表示装置は、一部の映像においてＲＧ
Ｂ各色の色割れが緩和された。
【００５７】なお、自発光ディスプレイにおいても、上
記実施例２又は３と同様に、素子制御継続励起手段又は
素子制御前励起手段と同様に、発光体制御継続励起手段
又は発光体制御前励起手段を採用することができ、同様
な効果を奏することが可能である。
【００５８】
【発明の効果】本発明によれば、ＬＣＤ用バックライト
やＰＤＰ等のＲＧＢ蛍光体の光学特性（起上り時間、残
光時間）が異なる場合でも、その残光特性を等しくする
ことができる表示装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例１～３で用いたＴＦＴ液晶パネルの模式
説明図。
【図２】実施例１～３で用いたＴＦＴ液晶パネルの駆動
波形説明図。
【図３】実施例１～３で用いたバックライトシステムの
模式説明図。
【図４】実施例１におけるインバータの入力電圧のタイ
ミング説明図。
【図５】実施例１におけるＴＦＴ液晶パネル走査タイミ
ングとバックライト点灯のタイミング説明図。
【図６】実施例１～２におけるインバータ入力特性のタ
イミング説明図及び蛍光体の光学特性説明図。
【図７】実施例２におけるインバータの入力電圧のタイ
ミング説明図。
【図８】実施例２におけるＴＦＴ液晶パネル走査タイミ
ングとバックライト点灯のタイミング説明図。
【図９】実施例３におけるインバータの入力電圧のタイ
ミング説明図。
【図１０】実施例３における蛍光管のインバータ入力特
性タイミング説明図及び蛍光体の光学特性説明図。
【図１１】実施例４で用いたＰＤＰの構成を示す説明
図。
【図１２】実施例４で用いたＰＤＰの駆動方法を示すタ
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イミング説明図。
【図１３】従来例の液晶分子モデル説明図。
【図１４】従来例のＣＲＴとＬＣＤの発光特性図及び画
像の違いの説明図。
【図１５】従来例のＬＣＤの発光特性をインパルス型に
する効果を説明するグラフ説明図。
【図１６】従来例のＬＣＤの発光特性をインパルス型に
する手法の構成の説明図及び液晶特性、バックライト特
性、表示特性のタイミング説明図。
【図１７】従来例の蛍光管の発光特性及び蛍光管のイン
バータ出力特性タイミング説明図。
【図１８】蛍光管のインバータ入力特性タイミング説明
図及びＲＧＢ３色蛍光体の光学特性説明図。
【図１９】３色蛍光体の光学特性の動画質へ与える影響
の説明図。
【符号の説明】
１  ソースドライバ
２  ゲートドライバ
３  ソース電極
４  ゲート電極
５  ＦＥＴ
６  画素電極
７  ＴＦＴパネル
８  インバータと電源の間のＳＷ
９  インバータ回路
１０  蛍光管
１１  ＳＷ制御回路
１２  バックライトユニット
２１  表面ガラス基板
２２  Ｘサスティン電極
２３  Ｙサスティン電極
２４  誘電体層
２５  保護層
２６  裏面ガラス基板
２７  アドレス電極
２８  ストライプ状リブ
２９  Ｒ（赤）蛍光体
３０  Ｇ（緑）蛍光体
３１  Ｂ（青）蛍光体
３２  放電空間
３３  バス電極
４１  ＰＣ
４２  蛍光管用スイッチング回路
４３  蛍光管
４４  ＬＣＤモジュール
４５  ＰＤＰ（プラズマ・ディスプレイ・パネル）
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【図１】
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【図４】 【図８】
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【図９】
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【図１０】
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【図１２】



(16) 特開２００１－２３６０３４

【図１８】
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